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仝琉緑化推進
運動期間を迎えて

1. は じ め に

1963年度の仝琉緑化推進運動も. 植樹適期の11月

～6月の季節を迎えて､去る11月19日の緑化本部委員会､

11月21日の仝琉緑化支部長会の開催によって､全琉住民

の愛郷心に燃えた郷土緑化の植樹が仝琉各地で､それぞ

れ実施され一二ンつありますが､本運動をとうして､年 郷々

土の緑化が高められ､それに伴なって郷土の各種の県境

が改善されていくことは､郷土の将来の物心両面の発展

のため戚に窟ばLvlo本漣動をとうして青少年に心の潤

いと建設的意欲を高め､全住民の愛郷心をより高めると

ともに､住みよい豊かな環雌の郷土建設が着々前進する

ことを頼って止まなvlo

2.国土 緑 化 国民 運動 の意 義

世界各国において､Zt:れぞれの国土の一部が国有林や

公有林に設定されて､それぞれの国家や公共団体によっ

て林業が経営され､さらに､それぞれの国において､国

土緑化事業が国民運動として､それぞれ熱心に推進され

つつある理由は､①慣木難は､その寿命が極めて良く､

長年月にわたって巨大かつ淡潮紅成長を続ける｡

⑨ その巨大性と強靭性は､ 人間や借物類が生活し生育

する地表気象圏の各種の徴男鹿要素､主に風や陽光を遮

ることによって､さまざまの状態に変化させ調整すると

ともに､それぞれ特異な胤}E妻t-の創造や空気の清浄化の役

目を果して､人間の保健と精神上に好,'r舅8皆を与える｡

③ 慣斜地形におV,ては､ 長大に生育した根や多塵の落

胸囲植物の供給などによって､土塵の物理化学性の維持

と改善打役立ち､それに伴なって土壌の吸水速度が高め

られるため､治山治水効果が改善されていく. ④ 木材

は生活必需品であり､輸送孜に多親の経費の伴なう商品

であるため､国または地域別に常/q一定の使用量が保統

的に供給されなければ､国民の生活と経済に大混乱を招

くことになるが､木朗生産業が長期生産企業であること

と､企業として投機性が低vlため､各国ともに将来の木

材需要塵の増大に対する生産供給畳の著るしい不足を予

想しながらも､一般民の造林攻資は常に低調なる傾向に

あるので､国有林や公有林における造林品と伐採最の調

整によって､木材供給量の着るLv,不足を緩和すること

などにある｡要するに寿命が長く､野生性が近く､巨大

かつ強靭に成長することなどによって､国土保全の長期

的基本施設として､比較的経済的に造成されて､7Cの効

果も顕著であることと､生活必需品の木材生産をも瀬ね

得ることは､林業のみの持つ特色であり､ijj土緑化のIFR

要性であります｡

以上の見解に立って､粒界の国 々で,ま各種のrlと安林を
法醇で設定維持し､さらに一般山地林は勿満のこと､平

地にも適宜に必要最の森林配置を期し､それぞれの森林

の維持改善によって､国土の保全を耕してV,る0

3. 日本 や ア メ リカ合 衆 国 の 国 土 緑 化

日本々土においては､戦後保Jを林が増強ミされ､保安林

の占める面積は全国土の約9,00'に及び､その憤激は水源

潤養､土砂の流出や崩壊の防備､飛砂の胃や水寓や潮害

や干害などの防備､防風林や防霧林や防火林､なだれ防

止林や落石防止林､魚つき林や航行日伊林や保謝木や風

致林などの各種の保安林を設定維持して､保安林に国土

促仝上の多くの期待を寄せて怠り､それらの保全的効用

は､一･般林においても同様に期待し得るものであり､か

つ国土緑化の質的充実度に応じて､その効用度も上下す

ることを指示しております.さらに､日本々土におV.て

は､海岸地帯における防潮 保J左杯としての指定制モ畏ま

約9,000町に過ぎなvlが､ 海岸地帯農耕耐積の約70,00'に

も及ぶ保安林面積の約9倍の民間 造成防潮林が配置され

ていて､13万卿 丁に及ぶ農耕地の防災と牡産向上-の基

本施設としての役目を果している｡一般山林についても

塁山地帯や開発可能林地-の積極的な造林､奥地天然林

の天災や人災よりの保護などによって､全国土の緑化の

墓と質の維持改善を阿り､それに伴なう国土侃全の改善

を期して>つあるo

アメリカ合衆国が国民運動としての国土緑化推進運動

の創始 国であり､現在最も涛ぎい理 解を持った熱心な推

進国であって､その実績も著るLvl.その彼､fH二界各国

が範をアメリカに求めて､それぞれの国で国土緑化推進
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速効を全国rx:を対称とする国儀行事として実施してVlる

ことは申すまでもないO新らしい開拓団としての7メt)

カ合衆国が短期間ながら､Eg上保全についての研究とを

の知識を'1'i:rE,Tに有するようになって､開発に当っては極

めで陵東で､その合理性を;lJlLつつあることは有名であ

り高 く評仙されている｡

4. 沖 縄 の 国土 緑 化 の経 過 と

そ の重 要 性

沖札をこおける国土緑化につV,ては､禦温Iltよる林枚々

策は余りにも有名で､その飯休D造 成や備劉こ関する技

今日もなおFlj二を始め諸外鳩において私.托され参考にさ

れつつある.台風と強い冬う三D乍節風にさらされた小島

の無間である令沖組の悪い環境条件を素I古.に認めた上で

住民の経済生活の主体をなす農業や水産業の保護育成の

基盤としての山地林業の育成や平地における諸施設や

BS=耕地や港湾などの周辺の緑化に政策の主点を第-着 に

向けたことは.住rtの物心両面の生活Drk'･定と平穏を期

し'f-5た賢明な政治施策として肝餅にたえない｡有名な魚

鱗形鉱業汲よ､風の強V,沖縄における森林造成に当って

の苦心の結盟考案された成木林鰐による造成椎脚本の合

J=弓iEl勺保護育rJR法であるとともに､合理的国土保全法であ

ることが伸餅出来る｡華温榊枚によって樹;T.されね国土

録化も髄#;乾県D年代を経て戦551と戦後の復興建設資材

の快りIrr.しの役rlを果しつつ荒廃の度:よ進められた｡そ

の後､戦災復興の進展によって祉会も落ちつき､また年

々繰 り返えされる放はく苫えのILkl省度などもあって､緑化

の必化が痛感されるようになり､最近に∫′よ塊ノブな仝琉緑

化川一進運動の政策が展開され､実践されつつある｡

硯tilの仝嫌の山休ま､戦/'51と復興資材の伐りLH.Lが続

けられて､疎林面積も著るしく減少したが､他の人両横

献杯からの抜き伐りも盛んに行われたため､質的にもか

なりに廃を招いている｡1960年までDIOカ年の間におい

ては､皆伐森林耐債に対する造林両院よ約20,00'で､さら

に皆伐両横D約6-7倍に及ぶ森林の抜き伐りがなされ､

それらによって山村民の生計の-人部J:&か維持され,必要

林庶物の-i;<が綻保されて/2日に乍った実hlj一にあって､全

が(A.山林はJE的に綻廃を続けているので､そD旦三縄E.Aも回

二L.(煙 持棉巨も秘めて旺 卜していること7'):うなずけるOお

まけに都市部蕗や道路その他の諸施設地帯や怨鮒 地相=や

海iil.;'J緑地帯の森林而杭D配;.b'..'よAj･.などに比べて纏め

て少なく､かつ賢I'｣にも劣ってV,るため咋 農々Til'物や譜

施.蕊-の被吉が放り返えされて､復興の進埠をはばみ､

住民生活や社会相に混乱と不安をIiえつつあることは否

めない｡

以上要するに呪任の沖,/Huの線化は､従来とられた津通

_Tlr,-.の手段と方法では衰退の一途を辿るのみであって､朱

門有の大政策‥獣V,切った対1縦と17,算と技術研究と仝琉

住EEの洗い確解と妹JJな協))に支えられた造林の一大拡

大と万全の保育による以外に:よ沖札の縁化の前進は望み

1rJl.ない｡

沖純も決して倣い条件のみを持ち/r.b せている訳けで

はない､私熱梢に屈する樹木類の創造する特異な風牧や

特異な華人植物､周辺を葵しい拓とリ-フで取り断生れ

た沖純独特7)観光資源の閑雅は沖純の締併｣二極めて重曹

な分野で､従火さほど煉JJな枚策も原資もなされないな

がらも､今日の観光収入は仝IXuJ文人の2000'の10077弗に及

んでお り､緑化の推進によって､より美しく住みよい環

境を創造 して観光資源の開発と裾艇の最善を期したvlo

貿易自由化の波はコスト砧のt/r的払膚 菜の重大問題点

となっているが､充実した周iD,森林でg臆 される良好な

戯地の環境の 卜で 台風や李白楓 による機械的生月軸勺風早.E

を大きく緩和して増産をL到ることがFE密である｡さらに

従らに土壌保全その他の条件の恐い低生産性農地の耐韻

紘)くを焦ることなく､農地環頃の改薄と良好な環境農

地での件付けの操 り返しを行うことを東現して､むしろ

経絡的に環境改弟の不可能な怨地は防災を兼ねた農用休

に切り換えてほしい｡

弁巧で,よ市術道路や,S道に:よ:LI';.木が､あらゆる鹸地は

竹林や農岡林が､農地の鵬畔には耕地防風林が整備繁茂

し､さらに農地やt乍物の生態条件によっては混農林が経

'E-されて､樹林に支えられた良V,造地環境における増産

を期していることは参考に伯する｡

近年の木材flJ用科学の進IJL-:よ著るしく､世界的に植物

資源としてj朝勺に最 も大きく､かつ立地条件は悪くとも

単位面損当りの植物資源の生産砲も遥かに多V,木材資源

のf'LJ用面-の研究については､各国の多くの学者が専念

しつつあることなどを考えると､樹木類の経済価値はい

よいよ急激に上月す ることがIT,.Lf!される｡従来の用材主

体の木材消費時代に患V,ては､沖鮎虚樹健の商品価値は

秘めて既いか､皆無の樹櫨が多かったが､パルプを主と

する工業原料材や特殊処理材の消件hiが激増したの~日中

純確樹硬の終折価値は特に急激に L昇している.本土製

紙会社での研究型件の結果､リュウキユウマツは最も良

JEのプル7°原木であり､モクマオウも良質/1ルプ原木で

ある車が操証されており､シイその他の天然生広斐樹蔑
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でもパルプ原木としての質的条件を ｢分に備えてVTるこ

とが予想されている.硯に本土の 卜条製紙が赤字を予想

しての現存林の伐採利用をなしながらも､造林による将

来の利益を予想して､西表を主体に最近は沖,SLB本島の造

林にも乗り出してVlることに埠ElしたV,｡また最近､本

土各パルプ会社では､遠くソロモン群島森林の伐採と輸

入を決行せねばならない実情にあるが､さらに30年後に

は､木材総使用愚は 現在の1.5倍､パルプ原木使用量は

現在の3倍の9,000万石を推定して多くの木材輸入を予想

している｡

以上のような条件にあるので､あらゆる空地に根気偵

く森林を育てて､完全な仝琉緑化を速やかに完成して､

美しく住みよい観光の島､自由貿易や天災におびえない

農業､林業､水産業その他産業の確立された裂頃の島に

したV,｡

政府林務謀では組織や予算や技術研究などの強化を図

ることによって､線化の主軸をなす山地造林については､

1970年までの 10カ年間に政府府営造林約8,20UrrT､民間

造林約24,500町が立案されてV,るが､関係首脳者の二哩酢

と英断によって､国土緑化の前進のため､本計画が速や

かに実現に移せる処置が採られることと､住妃の協力に

よって､本計画以上の緑化の成績があげられることを望

んでやまない｡

1959-1962年度の間の第 1次緑化推進遊動による植樹

実績は約1,060万本となっており､去る11月以降の1963年

度には約300万本の植樹が計画されており､ 住民各位の

熱意によって計画以上の植樹が実施され､生育をとげて

V,くことを望んでや重なV,｡ (大 山 保 表)

種1-を播いて繁推する有性または実生繁殖法に対して

植物体の一･部を紫苑に)=Iiv,ることを無性または栄養繁殖

と呼ばれる｡無性繁殖法には分球､株分け､奴木､挿木

接木､芽接法がある｡

1. 無性 繁殖 法 が共 通 して重 ん

せ られ る重 要 な 点

(1) 同一の形質の個体が簡単に繁殖できる｡すなわ

ち親木の-･郡を使用して生育せしめるゆえ､繁殖された

植物体はすべて親木と同-億 励勺素質を括 ってVlる｡

種子によって繁殖する場合は胴体間の遊園勺素質が著し

く異なる場合が多く､また親木よりは一般に劣等な素質

を持 っているものである｡それ放､無性繁殖法は異聞､

花井類の紫苑に広く行なわれてV,るO

(2) 短期間に独寸した筒がiTqられ､開花が早い｡

(3) -･股に草丈 (樹高)が低V,｡すなわちわV,性で

開花するので､果樹では収穫し易くなり､花弁では花

壇､鉢値に適する｡

2. 分 球 株 分 け Ⅰ取木 三宝

1.分 茎 繁 殖

分球繁殖は球根類の繁殖に行なわれる力法である｡園
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芸上､球根とV,つても植物学的には構造や/i臓 が著し

く異なったのが含まれている｡塊茎 (アネモネ､ラナン

千-ラスなど)は茎が団子のような塊になってできてい

る｡球茎はグラジオラスやフリージアなどのように茎が

養分を蓄えて多肉になり､外観は茎が圧縮されたように

短か小節が見える｡鱗茎には二憧類あり､スイセンやア

マリリスなどのように外側が皮につつまれ玉葱の形をし

てV.るものと､-1)のように鱗片がばらばらについてV'

るものとがある｡カンナやジンジヤは地下茎が太ったも

のだが､園芸上球根として坂扱われている｡地下茎は一

節ごとに芽も根も出るので､繁殖は容易なものである｡

塊根はダーリアのように根が太って球根になったもので

肥大根の上部クラウンと呼ばれる部分につV,ている芽も

つけて分･割しなV,と芽は出ない｡

分球繁殖は栽培中自然に生ずる子球あるV,は分球を分

離する方法と人工的 に僅 の々操件を行 って子球の着生

を旺盛ならしめる方法がある｡すなわち､ユ リの場合に

は､植付けられた球根がある#Jl間たつと自然に分球し､

容易に分離繁殖ができる外､母球の上部から地際にある

茎の葉酸に数個の小形の球根ができるから､こかを紫苑

に用いる｡このものは木子とよばれ最も広く繁殖に用い

られているOまた一枚一枚の鱗片を挿木するとその上に

子球が発生するので､一時に多数増殖することができる｡


